
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
事
業
実
施
に
向
け
た
調
査
開
始
と
同
時
に
、
法
人
の
設

立
を
検
討
し
、
平
成
22
年
に
地
区
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
る

農
事
組
合
法
人
轟
ネ
オ
フ
ァ
ー
ム
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

園
芸
メ
ガ
団
地
に
は
同
法
人
を
含
む
４
経
営
体
が
参
画
し
、

生
産
を
開
始
し
た
１
年
目
か
ら
白
神
ね
ぎ
の
目
標
販
売
額
で
あ

る
１
億
円
を
達
成
。
令
和
４
年
度
に
は
、
こ
の
団
地
だ
け
で
販

売
額
が
２
・
５
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
法
人
で
は
、
同
じ
く
ブ

ラ
ン
ド
品
目
で
あ
る
冬
季
野
菜
の
「
山
う
ど
」
も
導
入
し
、
年

間
を
通
じ
た
農
地
の
フ
ル
活
用
と
通
年
雇
用
を
実
現
し
て
い
ま

す
。農

地
集
積
に
よ
り
合
理
的
な
営
農
が
可
能
に 

労
働
時
間
は
事
業
前
と
比
べ
て
50
％
減

事
業
着
手
後
は
法
人
へ
の
農
地
集
積
も
進
め
、
現
在
は
地
区

面
積
69
・
３
ha
の
う
ち
、
88
・
１
％
に
あ
た
る
61
・
１
ha
を
同

社
に
集
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
高
収
益
作
物
で
あ
る
ね
ぎ

の
作
付
面
積
は
、
令
和
５
年
度
現
在
で
25
・
７
ha
に
拡
大
。
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、
地
域
の
高
齢
農
家
や
地
権
者
が

安
心
し
て
法
人
に
農
地
を
託
せ
る
環
境
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
、

集
積
が
進
む
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

農
地
集
積
に
よ
っ
て
大
型
機
械
の
導
入
が
進
ん
だ
ほ
か
、
合

県
内
第
１
号
の
園
芸
メ
ガ
団
地
と
し
て 

初
年
度
か
ら
販
売
額
１
億
円
を
達
成

秋
田
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
能
代
市
で
は
、
一
級
河
川
米

代
川
流
域
に
広
が
る
能
代
平
野
の
大
部
分
が
農
地
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
異
常

気
象
の
影
響
に
よ
り
、
農
業
生
産
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
轟
地
区
で
も
、
狭
小
の
農
地
や
素

掘
り
の
用
排
水
路
が
障
害
と
な
り
、
水
稲
単
作
の
営
農
か
ら
脱

却
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
ま
た
個
別
農
家
に
よ
る
零
細
規
模
の

営
農
が
中
心
で
、
農
業
収
入
の
減
少
が
続
き
、
担
い
手
の
確
保

や
育
成
も
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
轟
地
区
で
は
平
成
24
年
度
か
ら

農
地
集
積
加
速
化
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
。
区
画
整
理
や
用
排

水
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
平
成
30
年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

農
地
の
大
区
画
化
と
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
水
田
の
汎
用
化
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
轟
地
区
で

は
水
稲
、
大
豆
、
ね
ぎ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

営
農
を
構
想
。
折
し
も
秋
田
県
が「
園
芸
メ
ガ
団
地
整
備
事
業
」

を
創
設
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
地

区
が
県
内
第
１
号
の
「
園
芸
メ
ガ
団
地
」
と
し
て
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
品
目
で
あ
る
「
白
神
ね
ぎ
」
の
生
産
拡
大
を
推
進
す
る

ほ場整備実施後のねぎメガ団地

秋
田
県
　
轟

と
ど
ろ
き地
区�

二
ツ
井
白
神
土
地
改
良
区

大
区
画
の
汎
用
農
地
で
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

園
芸
メ
ガ
団
地
を
形
成
し
て
「
白
神
ね
ぎ
」
の
生
産
を
拡
大

位　置　図

秋田県
轟地区

令和６年度
農業農村整備優良地区コンクール

農業振興部門
農林水産大臣賞
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轟
地
区
に
お
け
る
先
進

的
な
取
組
は
、
全
国
有
数

の
ね
ぎ
産
地
で
あ
る
秋
田

県
能
代
市
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
い
、
産
地
形

成
と
躍
進
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
農

業
法
人
と
し
て
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
邁
進

し
ま
す
。

理
的
な
営
農
計
画
に
も
と
づ
く
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
た
こ
と
で
、
生
産
コ
ス
ト
も
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
轟
ネ
オ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、機
械
定
植
に
よ
る
「
ポ
ッ
ト
型
苗
」

の
技
術
確
立
と
実
用
化
に
成
功
し
、
労
働
時
間
の
削
減
と
育
苗

用
培
養
土
な
ど
の
経
費
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
主
食
用
米
と
ね
ぎ
の
労
働
時
間
は

と
も
に
事
業
実
施
前
に
比
べ
て
約
50
％
減
と
な
り
、
ね
ぎ
の
生

産
費
は
26
％
減
を
達
成
。
労
働
時
間
の
削
減
で
生
ま
れ
た
余
剰

労
働
力
を
高
収
益
作
物
の
ね
ぎ
に
投
じ
る
こ
と
で
生
産
を
拡
大

し
、
経
営
の
大
規
模
化
と
安
定
化
を
成
し
遂
げ
、
轟
地
区
に
お

け
る
農
地
維
持
へ
の
不
安
も
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

若
手
や
新
規
就
農
希
望
者
の
育
成
に
注
力 

白
神
ね
ぎ
の
海
外
輸
出
に
も
挑
戦

轟
ネ
オ
フ
ァ
ー
ム
で
は
「
地
域
農
業
を
守
る
・
地
域
農
業
に

貢
献
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
３
つ
の
取
組
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
１
つ
め
は
若
手
社
員
の
育
成
で
、
現
在
は
20
代
か
ら
40

代
の
５
名
が
農
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
作
業
管
理
の
権
限
を
若
手
に
委
譲
し
て
仕
事
を
任
せ
る
こ

と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
め
は
県
外
か
ら
の
移
住
就
農
希
望
者
の
独
立
支
援
で
、

法
人
が
雇
用
す
る
形
で
人
材
を
受
け
入
れ
、
技
術
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
輩
出
し
た
２
名
の
独
立
就
農
者
は
、

現
在
で
は
法
人
の
作
付
面
積
を
上
回
る
規
模
で
ね
ぎ
を
栽
培
す

る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

３
つ
め
は
白
神
ね
ぎ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
で
す
。
法
人
で
は

Ｊ

−

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
、
Ｊ
Ａ
と
の
協
業
で
メ
ニ
ュ
ー
開

発
や
宣
伝
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
台

湾
へ
の
輸
出
も
開
始
し
、
輸
出
量
は
１
年
間
で
１
・
３
ｔ
か
ら

２
・
４
ｔ
へ
と
ほ
ぼ
倍
増
し
ま
し
た
。

事業概要

事 業 主 体 秋田県

事 業 名 農地集積加速化基盤整備事業（轟地区）

工 期 平成24年度～平成30年度

受 益 面 積 69.3ha
〔水田 67.6ha（うち汎用化 67.6ha）、畑地 1.7ha〕

受 益 戸 数 87戸

標 準 区 画 規 模 事業実施前 10a → 完了後 50a、100a

1ha以上の区画合計面積 事業実施前 ０ha → 完了後 38.2ha（55％）

主 要 工 事 整地工、道路工、水路工、暗渠排水、その他

関係土地改良区 二ツ井白神土地改良区

関 係 市 町 村 秋田県能代市
販売促進

▲轟地区 
ゆかいな仲間たち

調整作業▶
（根葉切り、皮むき、　 

結束、箱詰め）　

▲ねぎ掘り取り・運搬状況

◀ポット型苗の機械定植
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